日本文教出版　平成23年度用「小学書写」


	4
	月

	文字の歴史を
探ろう
	学習の進め方
	準備と後始末を
確かめよう
	書く姿勢を
確かめよう
	持ち方を
確かめよう
	単　元

	
	
	
	
	
	主　教　材

	6・7
	5
	4
	3
	2
	教科書Ｐ

	2
	1
	配当時数

	○漢字・片仮名・平仮名の由来を知る。

＊漢字・片仮名・平仮名の由来を知る。
	○学習の進め方を確かめる。

＊書写学習の学び方を理解し、学習の進め方を確かめる。
	○毛筆書写の用具の種類・名称・使い方・置き方・後始末の仕方を確かめる。

＊用具の種類・名称・使い方・置き方・後始末の仕方を確かめ、準備や後始末がきちんとできているかを振り返る。
	○毛筆書写のよい姿勢を確かめ、身につける。

＊毛筆で書くときの姿勢を確かめ、練習する。
	○筆記具の持ち方を確かめ、よい持ち方を身につける。

＊筆記具の持ち方を確かめ、適切な持ち方ができるように練習する。
	目　標　と　主　な　学　習　活　動

	eq \o(□,関)文字の由来について興味・関心を持ち、進んで調べようとしている。

eq \o(□,技)漢字・平仮名・片仮名の由来や字源について、図書館やインターネットを利用して調べることができる。

eq \o(□,知)文字がどのようにして生まれたかを理解している。
	eq \o(□,関)書写学習の進め方を意欲的に確かめようとしている。
eq \o(□,思)書写学習の進め方を確かめて、自分の書写学習に生かそうとしている。

eq \o(□,知)書写学習の進め方を理解している。
	eq \o(□,関)用具を正しく丁寧に取り扱おうとしている。

eq \o(□,思)用具の種類・名称・使い方（筆・墨・硯など）や扱い方（置き方・後始末など）について、教科書を見て確かめている。

eq \o(□,知)用具の種類・名称・使い方や扱い方を理解している。
	eq \o(□,関)適切な筆の持ち方で、書く姿勢を適切にしようとしている。

eq \o(□,思)書く姿勢について、教科書を見て確かめている。

eq \o(□,知)毛筆で書く時の適切な姿勢を理解している。
	eq \o(□,関)自分の持ち方を振り返り、適切な持ち方で筆や鉛筆を持とうとしている。

eq \o(□,思)筆や鉛筆の適切な姿勢・鉛筆の持ち方について、教科書を見て確かめている。

eq \o(□,知)筆記具の適切な持ち方を理解している。
	評価規準　 □,関)eq \a\al(…関心・意欲・態度　eq \o(□,技)…技能,eq \o(□,思)…思考・判断・表現　eq \o(□,知)…知識・理解)
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	9
	
	7
	6

	㈡文字の大きさ
　と配列
	◎筆記具を選ん
　で書こう
	

	(扉)
	
	◆レポート
	◆手紙
	字形の整え方

	21
	20
	19
	18
	16・17

	2
	0
	1
	1
	2

	○読みやすくするためのくふうを考える。
＊読みやすく書くためのくふうを考える。
	○書く場面に応じた用具を選択し、その理由を話し合う。
＊書く場面に応じて使う用具を選び、その理由を話し合う。
	○形式に従い、わかりやすく丁寧に書く。
＊形式に従い、文字の大きさや配列を考えて、わかりやすく丁寧に書く。
	○行の中心や配列を考えて書く。
＊行の中心や配列を考えて、依頼の手紙を書く。
＊依頼の手紙の書き方を理解する。
	○文字を整えて書くための要点を確かめながら書く。
＊文字を整えて書くための要点を確かめながら、正しく書く。

	eq \o(□,関)文字の大きさと配列に興味・関心を持ち、意欲的に取り組もうとしている。
eq \o(□,思)読みやすく書くためのくふうを見つけようとしている。
	eq \o(□,関)筆記具の特徴を考えて、場面に応じた筆記具を選び、意欲的に話し合おうとしている。

eq \o(□,技)なぜその筆記具を選んだかを発表することができる。

eq \o(□,知)場面や目的によって筆記具を使い分けることを理解している。
	eq \o(□,関)形式に従い、わかりやすく丁寧にレポートを書こうとしている。

eq \o(□,思)児童一人一人が課題を持ち、その活動報告を書いている。

eq \o(□,技)文字の大きさや配列を考えて、行が曲がらないように書くことができる。

eq \o(□,知)レポートの書き方を理解している。
	eq \o(□,関)行の中心や配列を考えて、手紙を書こうとしている。
eq \o(□,思)地域での体験学習の指導を依頼する手紙を書いている。

eq \o(□,技)行の中心や配列を考えて、丁寧な文字や言葉使いで書くことができる。
eq \o(□,知)依頼の手紙の書き方を理解している。
	eq \o(□,関)字形を整えて書くための要点を確かめて書こうとしている。
eq \o(□,技)要点を確かめて、文字を正しく整えて書くことができる。
eq \o(□,知)文字を整えて書くための要点を理解している。
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	1
	12
	
	11

	㈢まとめ
	「希望の朝」
	漢字で遊ぼう
	

	六年生のまとめ
「熱意」
「永遠」
	(扉)
	
	
	◆好きな言葉

	36・37
	35
	45～48
	34
	32・33

	2
	2
	0
	2

	○書きたい文字を選び、自分でめあてを立てて書く。
＊書きたい文字を選び、自分のめあてを立てて書く。
＊三つの部分の組み立て方と「[image: image1.jpg]AR



」「[image: image2.jpg]AN



」の筆使いを考えて、「熱意」を書く。
＊基本点画の筆使いや穂先の動きと点画のつながりを考えて、「永遠」を書く。
	○六年間の書写学習を振り返り、できたことやできなかったことを話し合う。
＊六年間の書写学習を振り返り、毛筆の筆使いや字形の整え方、文字の大きさや配列などについて、できたことやできなかったことを話し合う。
	○文字の形、大きさ、組み立て方を考えて、配列よく書く。
＊文字の形や大きさ、組み立て方を考えて、長半紙に配列よく書く。
	○漢字の部首や部分で遊ぶ。
＊「六年生で習う漢字」を見ながら、同じ部首や部分を選んで組み合わせるとできる漢字を探し、字形を整えて書く。
	○筆記具や用紙を選んで、配列よく書く。
＊筆記具や用紙を選んで、好きな言葉を配列よく書く。
＊消しゴムのはんこの作り方を知る。

	eq \o(□,関)文字を選び、自分のめあてを立てて書こうとしている。
eq \o(□,技)組み立て方や筆使いに気をつけて書くことができる。
eq \o(□,知)組み立て方や筆使いを理解している。
	eq \o(□,関)六年間のまとめの学習に、意欲的に取り組もうとしている。
eq \o(□,思)目次を開いて、六年生で学習した毛筆の筆使いや字形の整え方を振り返ろうとしている。
	eq \o(□,関)長半紙に書くことに興味・関心を持ち、書き初めをしようとしている。

eq \o(□,思)書写で学習したことを思い出しながら書いている。

eq \o(□,技)文字の形や大きさ、組み立て方を考えて、「希望の朝」を書くことができる。

eq \o(□,知)穂先の動きや点画のつながりを理解している。
	eq \o(□,関)漢字の部首や部分に興味・関心を持ち、意欲的に取り組もうとしている。
eq \o(□,技)漢字の部首や部分を確かめて、字形を整えて書いている。
eq \o(□,知)漢字の組み立て方を理解している。
	eq \o(□,関)筆記具や用紙を選んで、配列よく書こうとしている。
eq \o(□,思)日常生活の中に、書写の力を活用している。
eq \o(□,技)好きな言葉を選び、筆記具や用紙を選んで配列よく書くことができる。

eq \o(□,知)これまでに学習したことを理解している。


	
	3
	2

	☆行書で書いて
　みよう
	読みやすく
書こう
	六年生で習う
漢字
	

	
	
	
	筆使いのまとめ
	◇料理メモ
	学習を生かして

	44
	52・表3
	49～51
	42・43
	40・41
	38・39

	0
	1
	1
	1
	1
	2

	○行書の書き表し方で俳句を書いてみる。
＊点画を続けたり、点画の形や方向を変えて文字を速く書く。
＊行書の書き表し方を知る。
	○学習したことを生かして、ポスターや感想文をなどを書く。
＊学習したことを生かして、ポスターや感想文などの文字を丁寧に書く。
	○六年生で習う漢字を丁寧に書く。
＊六年生で習う漢字を、字形を整えて丁寧に書く。
	○六年生で学習した筆使いを確かめる。
＊六年生で学習した点画の筆使いを確かめ、どの文字のどの部分に使われていたかを振り返る。
＊主な点画が正しく書けるか、確かめる。
	○聞きながらメモするときのポイントを考える。
＊料理番組など、テレビを見ながらメモするときのポイントを考える。
＊テレビを見ながら取ったメモをまとめ、ノートに読みやすく書く。
	○行の中心や配列を考えて書く。
＊文字の大きさや行の中心、字間、余白などを考えて、有名な詩や古典の一部を配列よく書く。

	
	eq \o(□,関)ポスターや感想文などに文字を書くことに興味・関心を持ち、進んで書こうとしている。
eq \o(□,技)文字の大きさや中心、配列などを考えて書くことができる。
	eq \o(□,関)漢字の組み立て方や字形を整えて、正しい筆順で書こうとしている。
eq \o(□,技)漢字の組み立て方や筆順に気をつけて書くことができる。
	eq \o(□,関)既習の主な点画がどの文字に使われていたか、進んで確かめようとしている。
eq \o(□,技)既習の筆使いを書くことができる。
eq \o(□,知)穂先の向きや通り道、筆圧などを理解している。
	eq \o(□,関)聞きながら書く時のポイントを考えようとしている。
eq \o(□,思)書く速さを考えて書いている。
eq \o(□,技)場面に合った速さを考えて書くことができる。
eq \o(□,知)速く書かなければならない時と、ゆっくり丁寧に書かなければならない時があることを理解している。
	eq \o(□,関)有名な詩や古典に興味を持ち、行の中心や配列を考えて書こうとしている。
eq \o(□,技)行の中心や配列を考えて書くことができる。
eq \o(□,知)これまでに学習したことを理解している。


34時間





配当時数





目標（学習のめあて）





年間指導計画案（第六学年）





○目的に応じた文字の大きさや配列、書く速さを考えて書く。


○筆記具を選び、その特徴を生かして書く。


○毛筆を使って、穂先の動きと点画のつながりを考えて書く。
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○三つの部分の組み立て方を考えて書く。


＊三つの部分の組み立て方を考えて、字形を整えて書く。


＊「�」の筆使い（穂先の動きと点画のつながり）を理解する。�
○組み立て方を考えて、字形を整えて書く。


＊部分と部分との組み立て方を考えて、字形を整えて書く。


＊「たれ」のある漢字の組み立て方を理解する。�
○五年生までに学習した筆使いを思い出しながら書く。


＊五年生までに学習した点画の筆使いを思い出しながら、字形を整えて書く。�
○文字の組み立て方と字形の整え方を考える。


＊「湖」の三つの部分の組み立て方を考える。�
○五年生までの書写学習で学んだことを思い出し、話し合う。


＊五年生までの書写学習で学んだことを振り返り、文字を正しく整えて書くためのポイントを確かめる。�
�
�eq \o(□,関)�三つの部分の組み立て方を考えて書こうとしている。


�eq \o(□,思)�毛筆で学習したことを、硬筆で確かめながら書いている。


�eq \o(□,技)�「�」の筆使いや三つの部分の幅や高さを考えて、「湖」を書くことができる。


�eq \o(□,知)�「�」の筆使いや三つの部分の幅や高さを理解している。�
�eq \o(□,関)�文字の組み立て方と字形の整え方を考えて書こうとしている。


�eq \o(□,思)�毛筆で学習したことを、硬筆で確かめながら書いている。


�eq \o(□,技)�「たれ」のある漢字の組み立て方と中心を考えて、「野原」を書くことができる。


�eq \o(□,知)�「たれ」のある漢字の組み立て方と中心を理解している。�
�eq \o(□,関)�これまでに学習した点画の筆使いを思い出して書こうとしている。


�eq \o(□,思)�毛筆で学習したことを、硬筆で確かめながら書いている。


�eq \o(□,技)�文字の組み立て方と字形の整え方を考えて、「泉」を書くことができる。


�eq \o(□,知)�文字の組み立て方と字形の整え方を理解している。�
�eq \o(□,関)�文字の組み立て方と字形の整え方に興味・関心を持ち、意欲的に取り組もうとしている。


�eq \o(□,思)�三つの部分からなる漢字の組み立て方を考えようとしている。�
�eq \o(□,関)�文字を整えて書くために気をつけることを、意欲的に考えようとしている。


�eq \o(□,技)�五年生までに学習したことを思い出し、話し合うことができる。


�eq \o(□,知)�文字を正しく整えて書くためのポイントを理解している。�
�
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○毛筆で学習したことを生かして書く。


＊毛筆で学習したことを生かし、文字の形や大きさ、配列を考え、行を整えて書く。�
○文字の中心と配列を考えて書く。


＊文字の中心と配列を考えて、半紙におさまりよく書く。


＊行の中心に文字の中心を揃えて書くと、行が曲がらないことを理解する。�
○漢字と平仮名の大きさや配列を考えて書く。


＊漢字と平仮名の大きさや配列を考えて、半紙におさまりよく書く。


＊配列よく書くための方法を理解する。


＊「�」の筆使いを理解する。�
○間違えやすい筆順に気をつけて書く。


＊間違えやすい筆順に気をつけて、字形を整えて書く。�
○筆順を確かめながら、文字の大きさを考えて書く。


＊筆順を確かめながら、文字の大きさのつり合いを考えて書く。


＊「�」の筆使いを理解する。�
�
�eq \o(□,関)�文字の形や大きさ、行の中心に気をつけて書こうとしている。


�eq \o(□,思)�毛筆で学習したことを生かそうとしている。


�eq \o(□,技)�行の中心や文字の大きさ、字間などに気をつけて配列よく書くことができる。


�eq \o(□,知)�配列よく書くための方法を理解している。�
�eq \o(□,関)�文字の中心と配列を考えて書こうとしている。


�eq \o(□,思)�毛筆で学習したことを、硬筆で確かめながら書いている。


�eq \o(□,技)�文字の大きさや行の中心を考えて、「メモを取る」を書くことができる。


�eq \o(□,知)�文字の大きさや行の中心を理解している。�
�eq \o(□,関)�漢字と平仮名の大きさや配列を考えて書こうとしている。


�eq \o(□,技)�「�」の筆使いや配列を考えて、「夕やけ雲」を書くことができる。


�eq \o(□,知)�「�」の筆使いや配列よく書くためのポイントを理解している。�
�eq \o(□,関)�間違えやすい筆順に気をつけて書こうとしている。


�eq \o(□,技)�正しい筆順を確かめて書くことができる。


�eq \o(□,知)�正しい筆順と整った字形の関係を理解している。�
�eq \o(□,関)�筆順を確かめながら、文字の大きさを考えて書こうとしている。


�eq \o(□,思)�毛筆で学習したことを、硬筆で確かめながら書いている。


�eq \o(□,技)�「�」の筆使いや筆順を確かめて、「飛ぶ」を書くことができる。


�eq \o(□,知)�文字の大きさや配列を理解している。�
�
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